
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

項目 児童 （内容・設問項目） ① ② ③ ④ ⑤ 

学校 

生活 

① 学校の教育目標を知っている ７３．３ １４．７ ３．８ １．４ ６．８ 

② 毎日楽しく学校に通っている ６２．０ ３０．１ ５．５ ２．４ ０．０ 

③ 時間やきまりを守って生活している ４７．６ ３９．７ ９．２ ２．１ １．４ 

④ 特別活動（クラブ活動・学級活動・委員会・係活動等）に一生懸命参加している ６６．0 ２１．９ ６．２ ２．１ ３．８ 

⑤ 学校で、学力や体力を身に付けられている 60．３ ２９．２ ５．４ １．４ ３．７ 

⑥ 学校にはいじめや暴力の心配がなく安心して学校に通えている ６９．９ １８．８ ５．８ ３．４ ２．１ 

授業 

⑦ 忘れ物をしないで授業に参加している ３６．2 ４０．１ １６．８ ４．８ ２．１ 

⑧ 授業がよく分かり、楽しい ５２．0 ３５．３ ８．６ ２．７ １．４ 

⑨ 評価方法がよく分かる ３9.3 ３７．０ １６．８ ４．８ ２．１ 

⑩ 立川市民科では、自分で立てた課題について、情報を集め、整理・分析し、まとめ・表
現することができた。 

４０．４ ３４．９ １０．３ １．４ １３．０ 

家庭生活 
⑪ 毎日朝食を食べている ８３．２ ８．６ ５．８ １．７ ０．７ 

⑫ 毎日家で勉強している ６3.1 １９．５ １０．６ ５．１ １．７ 

その他 ⑬ 
中学校に入学する前に、中学校での学習や学校生活の様子を知りたい 
（６学年児童のみ回答） 59.0 ２９．８ １０．０ ０．５ ０．７ 

項目 保護者（内容・設問項目） ① ② ③ ④ ⑤ 

学校 

経営 

① 学校は、教育目標や学校経営方針などを分かりやすく伝えている ６２．6 ３４．２ ２．２ ０．５ ０．５ 

② 子どもの安心・安全が十分に確保された学習環境である ６０．９ ３５．３ ３．３ ０．０ ０．５ 

③ 学校は、学力向上や体力向上に取り組んでいる ４６．２ ４５．７ ４．９ ０．５ ２．７ 

④ 学校行事は充実している ５１．7 ４２．９ ５．４ ０．０ ０．０ 

⑤ 学校での集会やクラブ活動は充実している 40．７ ４９．５ ８．８ ０．５ ０．５ 

⑥ 学校は、保護者や地域との連携による学校経営を行っている 6２．7 ３４．３ ２．２ ０．４ ０．４ 

教員の 

指導 

⑦ 学校は、分かりやすい授業を行っている ５０．6 ４１．３ ４．３ ０．０ ３．８ 

⑧ 学校は、授業改善に努めている ４３．５ ４５．１ ３．８ ０．５ ７．１ 

⑨ 子どもの人権を尊重した指導を行っている ５４．９ ４０．８ ２．７ ０．０ １．６ 

⑩ 学校は、いじめや暴力根絶に取り組んでいる ５０．５ ４１．８ ３．３ １．１ ３．３ 

⑪ 立川市民科では、探究的な学びの実現に向けて取り組んでいる 68.0 ２８．８ ２．７ ０．５ ０．０ 

家庭生活 
⑫ お子様は、毎日規則正しい生活を送っている ５２．8 ３９．１ ７．６ ０．５ ０．０ 

⑬ お子様は、毎日家庭学習を行っている ５１．６ ３２．１ １５．２ １．１ ０．０ 

その他 
⑭ 小学校と中学校が連携して、学校教育に取り組んでいる ２８．８ ４１．３ １６．３ ２．２ １１．４ 

⑮ 小学校と中学校の連携は、各学校の教育の充実に大切である ５5.0 ３８．０ ４．３ ０．０ ２．７ 

【学習指導】 

●タブレットを毎日持って行って重くて大変そう。使う日を決める等の連絡がほしい。 

→立川市では、３年生以上は毎日持ち帰り、ご家庭で充電をすることになっています。児童の荷物

を考慮し、家庭学習に関する学習用具は、学校に置いています。 

 

●タブレットの使い方が家庭でコントロールできない。 

●家庭でタブレットでゲームをしてしまう。 

●meet の授業が見えにくい。 

→新端末になり、改めて「六小タブレットルール」を配布しました。ご家庭でも、お子さんと共有し

てください。ご家庭でのタブレットの使い方については、ご家庭でもきまりを確認の上、指導をお

願いします。授業をオンラインで繋ぐｍeet については、「六小タブレットルール」にもある通り、

お子さんの体調が悪い場合は、無理をせず、休養を優先してください。また、児童側のカメラは

オンにして、教室での授業と同様の態度で受けることが前提です。教室内の音声など、工夫・

改善が図れる点については、対応していきますが、担任が一人で、授業と並行して操作をして

おり、教室側のタブレットは据え置きとなりますことをご理解ください。 

 

●体力づくりの面でもっとチャレンジングであるべき。児童にもっと厳しくしてほしい。 

→児童の健康と安全に配慮し、実態に合わせて、体力向上に努めていきます。 

 

●プールの時期が寒いのでもっと早められないか。 

●プールへの徒歩での移動は、施設への道が危険で心配。 

→次年度以降の水泳指導で使用する外部施設は、まだ決定しておりません。立川市で施設の借

用時期が決まっており、他校とも調整の上、実施時期が決定されます。施設への移動について

は、来年度も引き続き担任以外の人員を増やして、安全には十分留意して引率していきます。 

 

●３年生の自転車教室が座学だけになったと聞き、一人で自転車に乗ることを考えると不安。実

際にコースを回る学習をしてほしい。 

→ＰＴＡとも連携して、来年度以降の体験型の自転車教室については検討しています。 

 

令和７年度 学校評価分析  ～保護者・児童のアンケートの結果～  【回答数】保護者アンケート１８４件(内、Web １２９件  紙 ５５件) 【回収率】 ８０％（家庭数２３０件）   児童アンケート ２９２人  

部門ごとに質問項目は入れ替えて掲載しています。記述欄にいただいたご意見は、同様のものをまとめて掲載しています。 ※表の数値は％です。 ①そう思う  ②概ねそう思う  ③あまりそう思わない  ④思わない  ⑤分からない 

 

 

【その他】 

●学級閉鎖の場合は、スクールメールで早めに流してもらえると、学童の弁当の準備や仕事

を休む調整がしやすい。 

●スクールメールが届かないことがある。 

→次年度以降のメール配信システムについては、別途お知らせします。 

今後、学級閉鎖が決定した場合は、全学年に情報を共有できるように配信していきます。 

 

●補助の先生の紹介や、交流の機会を設けてほしい。 

→支援員等については、関係する学年の年度当初の保護者会の際に、紹介させていただく

方向で検討します。 

 

●電話したいことがあっても、学校側としては何時頃がよい時間帯なのかいつも迷う。 

→教職員へのお問い合わせやご相談等は、教職員の勤務時間内の８：１５～１６：４５にいただ

けると幸いです。（授業の指導中は、対応できない場合があります。） 

 

【行事】 

・●さまざまな行事について、だんだん簡素になっている印象があり、ちょっと寂しい。 

・●音楽会や、学芸会が無くて残念。演劇を見たい 

→教育活動の時数については、現行の学習指導要領に以下の通り定められています。 

学年 １学年 ２学年 ３学年 ４学年 ５学年 ６学年 

国が定めた 

標準授業時数 
８５０ ９１０ ９８０ １０１５ １０１５ １０１５ 

（例）６学年の一年間の標準授業時数 １０１５時間…この時間で、国語１７５時間、算数１７５時間 

社会１０５時間…等の教科の授業を実施しています。 

本校では、教科指導の時間を確実に確保し、全学年で児童の学力・体力の向上を図るべく、指導

を行っています。その上で、学校行事は、教科の授業ではない時間で、練習や準備を含めて、実施

できるものを厳選し、限られた時間の中で最大限の教育効果と活動のねらいを達成できるように

工夫して、内容の充実を図っています。 

本校の文化的行事は、展覧会、音楽会、学習発表会のサイクルで実施しています。令和８年度

は、音楽会です。演劇等の学芸会の実施については、児童の演技の練習や、舞台・衣装の準備に

多くの時間を費やす現状があります。授業時数の適正な執行と、全ての児童への学習保障の観

点から、現行の文化的行事の形態となっています。 

 

●個人面談が４月に１回、学校公開も１学期に２回実施した後は無いので、学校の様子が分かりづ

らい。 

●土曜授業日を減らしてほしい。 

●授業を見る機会を増やしてほしい。 

→次年度は、学校公開の回数や実施時期、土曜授業日について検討します。 

学校公開日以外でも、普段の授業の参観や、担任との面談を別途ご希望の場合は、事前に学校

へお知らせいただければ、いつでも可能です。 

 

【保護者の方から】 

・いつも熱心に、丁寧にご指導くださり、ありがとうございます。 ・子どもが毎日元気に学校生活を送れることに、皆様に感謝しています。 ・子どもが勉強だけでなく、人間関係や集団生活の大切さを学べ

る環境で生活できることがありがたいです。 ・子どもに寄り添ってくださり、ありがとうございます。        ～ 他、学校へのたくさんの励ましのお言葉をいただきました。誠にありがとうございました。～ 

【生活指導】 

●避難訓練で、二次避難の際の避難経路がバス通りで気になる。 

→二次避難を含めた避難訓練においては、実際の大規模災害時を想定しています。倒壊建

物や飛散物等で、通行が困難になると予測される狭い道を避け、全校児童がより安全に通

行できると考えられる広い道幅の道路を避難経路としています。 

 

●プールへの移動の際、タオルキャップの使用を検討してほしい。 

→持参は可能です。持ち物の管理はご家庭でお願いします。 

 


